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「
災
害
時
、あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
」

〜
三
地
区
で
住
民
福
祉
懇
談
会
開
催
〜  

 

新
潟
中
越
、
能
登
半
島
、
新
潟
中
越
沖
と
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
こ
数
年

で
す
が
、
佐
倉
で
も
地
震
が
来
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
中
で
、
も
し
地
震
が

起
き
た
ら
地
域
で
は
ど
ん
な
対
応
を
す
べ
き
な
の
か
、
各
家
庭
で
は
ど
ん
な
準
備
を

し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
お
う
と
、
今
年
の
懇
談
会

の
テ
ー
マ
を
決
め
ま
し
た
。
サ
ブ
テ
ー
マ
に
は
「高
齢
者
の
問
題
」
「子
ど
も
の
問
題
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

１１
月
１７
、
１８
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
住
民
、
自
治
会
・町
内
会
の
役
員
、
学
校
の
先
生
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
、
育

成
会
の
方
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
30

人
内
外
の
出
席
で
し
た
が
、
各
地
域
で
災
害
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や
災

害
に
た
い
し
て
不
安
に
思
う
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

中
で
も
地
震
発
生
時
に
お
け
る
災
害
弱
者
の
方
々
の
救
出
、
飲
料
水
の
確
保
、
食

糧
の
備
蓄
、
２
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
、
防
災
マ
ッ

プ
作
り
、
そ
し
て
隣
近
所
の
お
付
き
合
い
の
大
切
さ
な
ど

が
話
題
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
る
「
高
齢
者
の
問
題
」
に
つ
い
て

は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
若
い
方
が
入
っ
て
こ
な
い
の
で
活
動

が
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
や
、
「子
ど
も
の
問
題
」
で

は
登
下
校
時
の
「
ア
イ
ア
イ
み
ま
も
り
た
い
」へ
の
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
通
学
時
の
防
犯
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
も
そ
れ
以
上
に
気
を
配

る
必
要
性
が
披
瀝
さ
れ
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
２
時
間
〜
２
時
間
半
の
時
間
で
し
た

が
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。

(

左
奈
田)

地
域
別
住
民
福
祉
懇
談
会
開
催

＊各ブロック開催写真＊

上： 3ブロック11/17（土）臼井公民館（参加者 27名）
中： 1ブロック11/18（日）八幡台会館（参加者 28名）
下： 2ブロック11/18（日）うすい荘 （参加者 34名）

＊ ホームページ開設しました ＊

11 月 1日より臼井地区社協のホームページを開設

しました。

http://www.catv296.ne.jp/~usui-syakyo/

今後はタイムリーな情報伝達とホームページなら

ではの企画を考えていきます。

ぜひ一度ご覧になって下さい。



－２－

平成 19年 12月 15日

去る9月 20日（木）佐倉市民音楽ホールで、今年も「臼井地区社協敬老のつどい」

（佐倉市委託事業・臼井地区社協主催）が開催され、本年度は招待者 300 名、演芸出

演者・スタッフ200名が参加しました。（詳細はホームページに掲載しています）

午前 10時からの式典では、近藤地区社協会長挨拶、蕨佐倉市長、谷田部社協会長、

中村市議会議員の祝辞、90 歳を迎えられた方への記念品贈呈、子供代表祝辞が滞り

なく行われました。

その後引き続き、臼井小学校のコーラス、地元有志の踊りや寸劇、会場全員が参加

した健康体操、臼井西中学校のブラスバンドなどが披露され、最後は中学生と地元有

志による、恒例のロックソーランで幕を閉じました。

敬老会開催

子供代表祝辞

昨年に引き続き、臼井田の塚本様（元福祉委員）のご協力により、親子い
もほり会を開催しました。（聖隷佐倉市民病院北側、塚本様耕作畑）
親子で土に親しみながらいもほりを体験し、一緒に参加したご近所との
交流もあり、楽しい思い出となったことでしょう。
当日は、前日の台風通過で天候が心配されましたが好天に恵まれ、総勢
160人（45家族とスタッフ10名）の方々が参加、何回かに分かれて畑に入
り、順番に芋を掘っていきました。
大きな芋を掘り当てた子は歓声を上げ、子ども同士掘った芋を比べ合っ
たりしていもほりを楽しみました。

９０歳を迎えられた方々

1. 舞踊 花火音頭 臼井田
2. コーラス ふるさと他 臼井小学校
3. 舞踊 友禅流し 野口会
4. 民謡 江差追分（本唄） 稲荷台1丁目
5. 健康ﾀﾞﾝｽ ルンバ・タンゴ 臼井田招待者
6. 舞踊 雪国 上宿
7. 寸劇 名月赤城山 八幡台
8. 舞踊 人生紙芝居 臼井台
9. ﾌﾞﾗｽﾊﾞﾝﾄﾞ 時代劇ｽﾍﾟｼｬﾙ 臼井西中学校
10. 群舞 大江戸東京音頭 臼井田・八幡台

臼井西中
臼井田・八幡台

＊演芸プログラム＊　

11. 群舞 ロックソーラン

今後は交流の場ということを念頭
に、単なるいもほりだけではなく、もっ
と様々な交流も出来る内容にしていき
たいと考えております。
ご協力いただいた塚本様、ありがと
うございました。

（岡野）

ブラスバンド・臼井西中学校 コーラス・臼井小学校

ロックソーラン・臼井西中学校他



いこいの会 ～ 折り紙とゲームで脳トレーニング！ ～

－３－

臼井地区社協

本年度の活動を紹介します。

8月25日には自主財源確保活動として、

今年も「うすいふるさとにぎわいまつり」

に綿菓子＆指輪＆ネオンブレスを出店し

ました。

また、各事業部の活動としては高齢者福

祉事業部が6月25日に施設（さくら苑、

佐倉ホワイエ）への友愛訪問。さらに 9

月15日に千手園フェスタ支援、20日には

オリオンハウスまつり支援を行いました。

児童福祉事業部は10月28日に「老幼の

館まつり」で餅つきの支援をしました。

臼井地区社協活動報告

11
月
11
日
、
本
年
度
2

回
目
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
を
迎
え
、
「い
こ
い
の
会
」を
う
す
い

荘
で
開
催
し
ま
し
た
。
（
23
名
の
方
が
参
加
）

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
「脳
の
活
性
化
と
適
度
な
運

動
・み
ん
な
の
参
加
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」を
テ
ー
マ

に
し
ま
し
た
。
前
半
は
伊
藤
代
々
子
講
師
に
よ
る

「折
り
紙
教
室
」で
、
3
枚
の
折
り
紙
を
組
み
合
わ

せ
た
コ
マ
を
作
り
ま
し
た
。
手
先
を
動
か
し
折
り
紙

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
脳
を
刺
激
し
、
出
来
上
が

っ
た
コ
マ
に
み
ん
な
満
足
満
足
。
会
場
は
喜
び
と
笑
い

で
賑
わ
い
ま
し
た
、

昼
食
後
は
福
祉
委
員
も
加
わ
り
、
4
組
に
分
か

れ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
玉
入
れ
と
輪
投
げ
で
得
点
を
争
う

軽
い
運
動
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

高
得
点
が
出
る
と
大
拍
手
の
歓
声
、
失
敗
す
る
と

が
っ
か
り
の
た
め
息
、
笑
い
が
会
場
一
杯
に
広
が
り

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
食
事
を
し
、
み
ん
な
で
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
め
る
の
は
「い
こ
い
の
会
」で
し
か
体
験
で
き

な
い
と
多
数
の
方
々
の
声
を
聞
き
、
お
手
伝
い
す
る

福
祉
委
員
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
頑
張
ろ
う

と
意
を
あ
ら
た
に
し
た
会
で
し
た
。
（長
谷
川
）

前
回
参
加
し
た
方
々
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
（１
）
〜
（
３
）の
設
問
に
つ
い
て
は
、
結
果
グ
ラ
フ
な
ど

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（１
）今
行
っ
て
い
る
活
動
や
趣
味
、
生
き
が
い
は
何
で
す
か
？

①
人
と
会
っ
て
お
喋
り

②
健
康
づ
く
り

③
自
宅
で
趣
味
・娯
楽

④
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
参
加

（２
）知
り
た
い
情
報
は
何
で
す
か
？

①
食
生
活
の
あ
り
方

②
日
常
生
活
上
の
問
題

③
健
康
診
断
の
内
容
や
受
け
方

（３
）自
立
生
活
が
出
来
る
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

①
健
康
第
一

②
食
事

③
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
・楽
し
い
こ
と
を
す
る

④
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り

（４
）楽
し
い
昼
食
会
に
す
る
た
め
の
催
し
物
は
？

①
外
部
か
ら
人
を
招
い
て
歌
や
踊
り
の
催
し

②
み
ん
な
で
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
歌
を
楽
し
む

③
役
に
立
つ
講
話

④
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す

⑤
折
り
紙
な
ど
の
創
作
教
室

以
上
の
通
り
「い
こ
い
の
会
」出
席
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
や
は
り
健
康
第
一
、
人
と
の
会
話
、
趣
味
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
食
事
会
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が
参
加
し
て
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
催
し
が
楽
し
い
と
の
声
も
お
聞

き
し
ま
す
。

「い
こ
い
の
会
」
は
今
年
か
ら
年
２
回
の
開
催
に
な
り
ま
し
た

が
、
新
し
く
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
３
ヵ
所
で
延
べ
９
回
開
設

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
福
祉
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
ふ
れ
あ
い
の
風

・

・

・

・
・

・

・

・

・
に
ご
期
待
下
さ
い
。

（長
谷
川
）

(右)伊藤講師

(上)作ったコマ

（下）お弁当

臼井ふるさとにぎわいまつり

老幼の館まつり支援

児童福祉事業部
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平成 19年 12月 15日

わかさケアセンター

*ご意見はうすいセンターまで*

「うすいセンター」（臼井・王子台・臼井

東地区社協合同事務所）

臼井地区社協担当日は

毎週月曜日・木曜日

開館時間・午前９時半～
午後４時半まで

（１２時～１時は昼休憩です）
住所： 佐倉市王子台1 - 23

レイクピアウスイ3階

電話： 043（462）0743
メールアドレス＆ホームページ

・ center-usui@catv296.ne.jp

・ http://www.catv296.ne.jp/
     ~usui-syakyo/

臼井地区社協

＊
編
集
後
記
＊

都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
、千
葉

の
あ
る
町
へ
引
越
し
て
き
た
家
族
、

そ
の
家
族
に
は
女
の
子
が
い
ま
し

た
。
そ
の
子
は
毎
朝
庭
に
出
て
、家

の
前
を
通
る
学
生
に
「お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」と
い
っ
て
挨
拶
を
し

て
い
ま
し
た
が
、変
な
女
の
子
が

居
る
な
ぁ
と
い
う
感
じ
で
最
初
の

う
ち
は
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
女
の
子
は
楽
し
く
て

仕
方
な
い
様
子
で
、毎
朝
続
け
ま

し
た
。

そ
の
う
ち
、学
生
た
ち
も
「お
は

よ
う
」
と
挨
拶
を
返
す
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
女
の
子
も
今

は
小
学
校
一
年
生
。道
徳
心
の
欠
如

が
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、ほ
の
ぼ
の

と
す
る
お
話
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ほ
）

本
年
度
第
2
回
の
100
円
喫
茶
サ
ロ
ン
が
、
10
月
6
日
（土
）稲
荷
台
1
丁
目
会
館
（参
加
者
46
名
）、
10
月
24
日
（水
）ニ
ッ
コ
ー
会
館
（参
加
者
64
名
）、

10
月
27
日
（土
）う
す
い
荘
（参
加
者
26
名
）で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
雰
囲
気
は
次
の
通
り
で
す
。

＊写真＊（上）稲荷台1丁目会館（下）ニッコー会館

＊写真＊うすい荘

新しいふれあいの風～100円喫茶サロン～
＊稲荷台班＊ 稲荷台 1丁目会館
「チラシを見て」「友達がほしい」「バァさんに誘われて」等
きっかけは様々だが、「行く所がある」「会いたい人がいる」

「おしゃれができる」のが嬉しいと言うお客様。

他会館から借りたテーブルや椅子の運搬設置、下足整理や
坂の上り下りの誘導等は男性、一輪の花や優しい心配りと接客

は女性の役割。ひときわ大きな横断幕が目を引く。

廣吉先生の『笑い大盛り健康体操』で心身スッキリしたあと、
お茶とシュークリームで日頃の話題を語る。

体操のあとは志村先生のキーボードで懐かしい『歌声喫茶』

に早変わり。どんな曲にも答えてくれる先生に感心しながら、
途切れる事なく大声で歌ったあっという間の30分。

「お元気で」「またね」と、名残惜しくも次回３月１日の再会を

約束して閉店となりました。     （班長 柴倉紀美代）

＊ニッコー班＊ ニッコー会館
行楽シーズンのためか前回より参加人数は少なく、64名の方が参加しました。
ケーキにコーヒーなどを準備、志村さんのキーボードによる伴奏、越川さんのユーモア溢れる歌唱指導

で楽しく歌い、おしゃべりタイムでは参加者の明るい笑顔が会場一杯に広がっていました。

次回は20年3月3日を予定しています。                  （店長
・ ・

本伸）

＊うすい荘班＊ うすい荘
当日は天候が悪く、スタッフ一同はお客様の出足を心配しながら

会場のお店づくりを始めました。開店時間が近づきますと、ひとり

またひとりとお客様がお見えになり、だんだんと賑やかになる会

場に、私たち一同は大変嬉しく思い安心いたしました。

今回は緑茶、コーヒー、ミロにお茶菓子を用意いたしまして、皆

様に召し上がっていただきながらお互いに団らんのひとときを過

ごしました。

その後座ったままで出来るリラックス体操や、今回は本格的なカ

ラオケセットで、懐かしい童謡、演歌等をみんなで歌いました。さら

にハーモニカ演奏も行われ、大変盛り上がることが出来ました。

次回のサロンも１人でも多くのお客様と楽しいひとときを過ご

すことが出来ますよう、心からお待ち申しております。有り難うご

ざいました。            （副班長 湯浅あい子）


